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律
令
制
定
後
初
め
て
の
斎
王
（
注
１
）
で
あ
る
大
伯
皇
女
は
、
『
万
葉
集
』
に
六
首
の
歌
を
残

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
歌
は
す
べ
て
、
父
天
武
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
後
、
謀
反
の
疑
い
で
殺
さ

れ
た
弟
大
津
皇
子
に
関
連
し
た
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
大
津
皇
子
の
話
と
と

も
に
姉
大
伯
皇
女
の
、
大
津
皇
子
の
死
へ
の
哀
傷
歌
と
し
て
解
釈
は
定
着
し
て
い
る
。
１
０
５
．

１
０
６
番
歌
は
巻
こ
の
相
間
と
し
て
大
津
皇
子
の
歌
群
の
前
に
の
り
、
１
６
３
番
歌
か
ら
１
６

６
番
歌
は
巻
こ
の
挽
歌
群
に
あ
る
。
問
題
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
先
ず
そ
れ
ら
の
歌

を
題
詞
を
含
め
て
次
に
あ
げ
る
。

1６６１６５ 1６４１６３ 1０６１０５ は
じ
め
に

歌
二
首

い
る
せ

う
つ
そ
み
の
人
な
る
我
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
と
我
が
見
む

磯
の
上
に
生
ふ
る
あ
し
び
を
手
折
ら
め
ど
見
す
べ
き
君
が
あ
り
と
い
は
な
く
に

い
せ
の
か
な
み
や

大
津
皇
子
、
鏑
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
る
時
に
大
伯
皇
女
の
作
ら
す
歌
二
首

我
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
暁
露
に
我
が
立
ち
濡
れ
し

二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

大
津
皇
子
の
墓
ぜ
し
後
に
、
大
伯
皇
女
伊
勢
の
斎
官
よ
り
京
に
上
る
時
に
作
ら
す
歌
二
首

神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を
な
に
し
か
来
け
む
君
も
あ
ら
な
く
に

見
ま
く
欲
り
我
が
す
る
君
も
あ
ら
な
く
に
な
に
し
か
来
け
む
馬
疲
る
る
に

大
津
皇
子
の
屍
を
葛
城
の
二
上
山
に
移
し
葬
る
時
に
、
大
伯
皇
女
の
哀
傷
し
て
作
ら
す

斎
宮
大
伯
皇
女
の
歌
に
つ
い
て
の
一
試
論

１
０
５
，
１
０
６
番
歌
は
、
斎
宮
と
し
て
伊
勢
に
い
る
大
伯
皇
女
を
、
は
る
ば
る
伊
勢
ま
で

尋
ね
て
き
た
弟
の
大
津
皇
子
が
、
京
に
帰
る
の
を
見
送
っ
た
時
の
歌
。
ま
た
１
６
３
，
１
６
４

番
歌
は
、
父
で
あ
る
天
武
天
皇
が
崩
御
し
、
斎
宮
の
任
が
解
か
れ
て
、
帰
京
の
途
次
、
そ
の
時

に
は
す
で
に
処
刑
さ
れ
た
弟
の
大
津
皇
子
を
思
っ
て
詠
ん
だ
歌
。
ま
た
１
６
５
，
１
６
６
番
歌

は
、
大
津
皇
子
の
屍
が
二
上
山
に
移
葬
さ
れ
た
時
の
歌
と
い
う
こ
と
に
先
学
の
諸
説
も
落
ち
着

い
て
い
る
。
ど
の
歌
も
愛
す
る
人
（
弟
）
へ
の
真
情
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
人
を
失
っ
た
悲
し
み
が

伝
わ
っ
て
く
る
秀
歌
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
歌
を
考
え
た
時
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
浮
か

ぶ
。
ま
ず
１
０
５
，
１
０
６
番
歌
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
大
津
皇
子
が
姉
の
大
伯
皇
女

を
尋
ね
て
伊
勢
ま
で
や
っ
て
き
た
時
の
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
題
詞
通
り
に
こ
の
歌
を
と

ら
え
た
時
に
は
そ
う
な
る
が
、
そ
れ
で
は
何
故
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
は
相
聞
歌
と
し
て
、
弟

大
津
皇
子
の
歌
群
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
斎
宮
大
伯
皇
女
は
、
天
武
三
年
（
六
七

四
）
に
斎
宮
と
し
て
伊
勢
に
赴
き
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
十
一
月
に
帰
京
す
る
が
、
そ
の
間

大
津
皇
子
が
姉
の
大
伯
皇
女
を
尋
ね
て
き
た
の
は
い
つ
な
の
か
。
そ
し
て
ま
た
、
１
０
５
番
歌

の
類
歌
と
も
い
え
る
歌
を
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
と
関
連
づ
け
た
時
、
こ
れ
ら
の
歌
は
今
ま
で

の
と
ら
え
方
と
同
じ
で
よ
い
の
か
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
想
起
さ
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
本
論
で

は
こ
う
し
た
問
題
を
根
底
に
お
き
な
が
ら
、
大
伯
皇
女
の
こ
れ
ら
の
歌
が
長
い
年
月
を
こ
え
て

も
私
た
ち
の
胸
を
打
つ
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
を
中
心
に
据
え
て
、
「
歴
史
」

と
し
て
後
世
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と
、
文
学
の
生
成
の
接
点
に
つ
い
て
の
、
｜
つ

の
試
論
を
提
起
し
た
い
。

人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
二
年
原

槇
子
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大
伯
皇
女
は
、
史
料
に
は
、

七
年
甲
辰
、
御
船
到
二
千
大
伯
海
一
・
時
太
田
姫
皇
女
産
し
女
焉
。
何
名
二
是
女
一
日
二
大
伯

皇
女
「
。

〈
『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
七
年
）

と
あ
り
、
斉
明
天
皇
が
百
済
救
援
の
た
め
に
西
征
の
途
に
上
っ
た
そ
の
途
上
の
、
吉
備
の
大
伯

海
の
軍
団
の
中
で
生
ま
れ
た
。
西
暦
で
い
え
ば
、
六
六
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
父
親
は
大
海

人
皇
子
、
母
親
は
天
智
天
皇
の
娘
の
大
田
皇
女
で
あ
る
。
大
田
皇
女
は
鶴
野
皇
女
、
後
の
持
統

天
皇
の
同
母
姉
で
あ
る
。
天
武
二
年
（
六
七
三
年
）
大
伯
皇
女
は
斎
宮
に
定
め
ら
れ
る
。
史
料

類
に
は
、夏
四
月
丙
辰
朔
己
巳
、
欲
し
遺
二
侍
大
来
皇
女
干
天
照
大
神
宮
一
、
而
令
レ
届
二
泊
瀬
斎
宮
一
。

是
先
潔
レ
身
、
梢
近
シ
神
之
所
也
。

弓
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
）

天
武
天
皇
白
鳳
元
年
四
月
十
四
日
、
以
一
一
大
來
皇
女
一
献
二
伊
勢
神
宮
一
。
脚
訓
笥
鯏
鬮
矧
Ⅲ
。

（
『
年
中
行
事
秘
抄
」
「
伊
勢
齋
宮
事
ご

と
あ
り
、
ま
た
平
安
末
期
成
立
の
「
扶
桑
略
記
』
に
も
、

天
武
天
皇
二
年
四
月
十
四
日
、
以
二
大
來
皇
女
一
献
二
伊
勢
神
宮
一
。
始
為
二
齋
王
一
。
依
一
一
合

と
あ
っ
て
、
大
伯
皇
女
が
斎
主
と
し
て
伊
勢
神
宮
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
壬
申
の
乱

の
際
に
、
天
皇
が
勝
利
を
伊
勢
大
神
に
祈
願
し
て
、
そ
の
願
が
か
な
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
為

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
壬
申
の
乱
の
記
事
に
は
、

丙
戌
、
且
於
二
朝
明
郡
迩
太
川
辺
へ
望
二
拝
天
照
大
神
一
。

（
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
元
年
六
月
）

と
あ
り
、
ま
た
『
万
葉
集
』
巻
二
、
「
高
市
皇
子
尊
の
城
上
の
礦
宮
の
時
柿
本
人
麻
呂
の
作
る
歌

一
首
（
１
９
９
）
」
の
長
歌
の
一
部
に
、

渡
會
の
齋
の
宮
ゆ
神
風
に
い
吹
き
惑
は
し
天
雲
を
日
の
目
も
見
せ
ず
常
闇
に
覆
ひ

給
ひ
て
定
め
て
し
瑞
穂
の
國
を

と
あ
っ
て
、
や
は
り
大
海
人
皇
子
方
の
勝
利
は
、
伊
勢
大
神
の
助
け
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と

： 

斎
宮
大
伯
皇
女

歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
日
本
書
紀
』
や
『
万
葉
集
』
な
ど
一
連
の
記
載
か
ら
、
大
海
人

皇
子
方
の
勝
利
は
伊
勢
の
神
の
助
け
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
御
礼
と
し
て
皇
女
を
斎
宮
と

し
て
さ
し
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
は
、

白
鳳
二
年
壬
申
太
政
大
臣
大
伴
皇
子
企
二
謀
反
一
擬
し
奉
レ
誤
一
一
天
皇
一
。
千
時
天
皇
之
御
内

心
仁
伊
勢
太
神
宮
令
二
祈
申
一
給
・
必
合
戦
之
間
令
レ
勝
御
。
前
以
二
皇
子
一
天
皇
太
神
官

御
杖
代
可
レ
令
二
齋
進
一
之
由
、
御
祈
繍
有
二
感
應
－
彼
合
戦
之
日
。
天
皇
勝
御
世
利
。

弓
群
書
類
従
』
第
一
輯
）

と
載
る
（
注
２
）
。

大
伯
皇
女
が
斎
宮
に
な
る
以
前
に
も
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
そ
の
他
『
斎
宮
記
』

（
注
３
）
等
に
よ
る
と
、
崇
神
天
皇
の
代
の
豊
鍬
入
姫
命
や
、
次
の
垂
仁
天
皇
の
代
の
倭
姫
命

か
ら
用
明
天
皇
の
酢
香
手
姫
皇
女
ま
で
、
伝
説
上
の
斎
宮
を
含
め
て
九
人
の
斎
宮
の
名
が
残
っ

て
い
る
。
用
明
天
皇
の
代
以
降
は
、
斎
宮
の
記
録
は
な
く
、
そ
の
後
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、

大
伯
皇
女
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
そ
っ
て
、
天
武
朝
の
大
伯
皇
女
に
至
る
ま
で
の
斎
王
卜
定
の
記
事
を
あ
げ

て
い
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
景
行
天
皇
二
十
年
春
二
月
辛
巳
朔
甲
申
、
遣
二
五
百
野
皇
女
一
、
令
レ
斜
引
珂
澗
刈
楜
一
。

○
雄
略
天
皇
元
年
春
三
月
庚
戌
朔
壬
子
、
（
中
略
）
是
月
、
立
二
一
一
一
妃
一
・
元
妃
葛
城
圃
大
臣

女
曰
二
韓
媛
一
。
生
三
白
髪
武
廣
國
押
稚
日
本
根
子
天
皇
与
二
稚
足
姫
皇
女
》
。
是
皇
女
閉
訓

倒
鋤
刈
補
祠
一
。

○
継
体
天
皇
元
年
三
月
葵
酉
納
二
八
妃
一
。
（
中
略
）
次
息
長
眞
手
王
女
曰
二
麻
績
娘
子
一
。
生
二

萱
角
皇
女
一
。
是
矧
引
例
劉
刈
衲
制
羽
。

○
欽
明
天
皇
二
年
春
三
月
、
納
二
五
妃
一
。
（
中
略
）
次
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
女
曰
二
堅
塩
媛
一
。

生
二
七
男
六
女
一
。
其
一
日
二
大
兄
皇
子
一
、
是
為
二
橘
豊
日
尊
一
。
其
一
一
日
二
磐
隈
皇
女
一
。

初
矧
訓
州
澗
倒
馴
糾
組
Ⅶ
。
後
坐
し
軒
二
皇
子
茨
城
一
解
。

○
敏
達
天
皇
七
年
春
三
月
戊
辰
朔
壬
申
、
以
二
菟
道
皇
女
一
、
闇
引
例
劉
祠
刈
即
軒
二
池
辺
皇

子
一
。
事
顯
而
解
。

○
九
月
甲
寅
戌
午
、
天
皇
即
天
皇
位
。
（
中
略
）
壬
申
、
詔
曰
、
云
々
。
以
二
酢
香
手
姫
皇
女
一
、

こ
の
他
『
斎
宮
記
』
に
よ
る
と
、
仲
哀
天
皇
の
御
代
に
伊
和
志
眞
皇
女
が
斎
王
に
な
っ
て
い

る
。

』
。
（
中
略
）
壬
申
、
詔
曰
、
云
々
。
以
二
酢
香
手
姫
皇
女
一
、

（
用
明
天
皇
。
即
位
前
紀
）

。
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こ
の
図
に
示
す
よ
う
に
、
天
武
天
皇
の
后
で
あ
り
、
後
に
持
統
天
皇
と
な
る
鶴
野
皇
女
に
は

実
子
の
草
壁
皇
子
が
い
る
。
大
津
皇
子
は
鶴
野
皇
女
に
と
っ
て
み
て
、
実
姉
で
あ
る
大
田
皇
女

の
忘
れ
形
見
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
我
が
子
草
壁
皇
子
の
競
争
者
と
し
て
、
脅
威
に

な
る
に
違
い
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
大
津
皇
子
の
力
を
そ
ぐ
為
に
、
同
母
姉
の
大
伯
皇
女
を

斎
王
と
し
て
京
か
ら
遠
ざ
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
天
武
天
皇
に
は
皇

こ
れ
ら
の
記
事
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
、
「
斎
」
と
い
う
字
は
一
例
も
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
「
祭
」

「
侍
」
「
拝
」
で
あ
り
、
ま
た
神
の
名
も
「
天
照
大
神
」
「
伊
勢
大
神
」
「
日
神
」
と
統
一
性
が
な

い
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
、
伊
勢
神
宮
の
成
立
、
ま
た
伊
勢
の
神
と
大
和
の
神
の
融
合
の
過
程
な

ど
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

壬
申
の
乱
の
後
、
大
和
王
権
の
東
国
地
方
へ
の
支
配
の
拡
大
の
為
に
、
伊
勢
神
宮
・
天
照
大

神
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
。
天
武
朝
の
王
権
の
拡
大
・
定
着
と
伊
勢
神
宮
の
成
立
・
発
展

は
深
く
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
注
４
）
。
ま
た
天
武
朝
の
記
紀
の
編
纂
、
皇
女
を
遣
わ
し
て
の

斎
宮
制
度
の
復
活
、
国
家
的
祭
祀
の
体
系
化
は
、
天
武
天
皇
の
絶
対
性
を
顕
現
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
大
伯
皇
女
の
斎
宮
卜
定
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
王
権
の
要
請
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。天
武
天
皇
に
は
、
大
伯
皇
女
・
大
津
皇
子
の
ほ
か
に
皇
后
鶴
野
皇
女
所
生
の
草
壁
皇
子
も
お

り
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
皇
子
十
人
、
皇
女
七
人
あ
わ
せ
て
、
十
七
人
の
皇
子
女
が
い
た
。

し
か
し
多
く
の
皇
女
が
い
る
中
で
、
な
ぜ
大
伯
皇
女
が
斎
王
と
し
て
選
ば
れ
た
の
か
。
後
の
歴

史
的
事
実
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を
考
え
て
み
た
時
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

次
の
系
図
は
『
日
本
書
紀
』
に
よ
り
作
成
し
た
、
大
伯
皇
女
周
辺
の
関
係
系
図
で
あ
る
。

一

桧皇 野

孝
徳
天
皇

石
川
麻
呂

明
天
皇

極
天
皇

（
斉
明
天
皇

中

遠
智
娘

兄
自酋
天
白

大
海
人
皇
子

（
天
武
天
皇
）

隈
野
息
干
互
（
持
麟

大
伯
皇
女

大
津
皇
子

天
皇
）

草
壁
皇
子

女
が
七
人
い
た
が
、
そ
の
母
親
た
ち
の
后
妃
と
し
て
の
身
分
は
、
大
伯
皇
女
の
母
は
妃
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
母
親
は
夫
人
と
い
う
身
分
で
あ
る
（
注
５
）
。
大
伯
皇
女
は
、
大
友
皇
子
の
妃

と
な
っ
た
＋
市
皇
女
の
次
に
生
ま
れ
た
皇
女
で
も
あ
り
、
母
の
大
田
皇
女
は
早
く
し
て
亡
く
な

っ
た
為
に
、
妃
で
あ
る
が
、
同
母
妹
の
鶴
野
皇
女
は
皇
后
に
な
っ
て
お
り
、
大
田
皇
女
が
生
き

て
い
れ
ば
大
田
皇
女
が
皇
后
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
い
う
母
の
身
分
か
ら
い
う
と
大

伯
皇
女
は
、
皇
女
と
し
て
の
位
置
は
高
く
、
そ
の
身
分
の
高
さ
で
斎
王
に
選
ば
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

柿
本
人
麻
呂
に
「
渡
會
の
齋
の
宮
ゆ
神
風
に
い
吹
き
惑
は
し
」
と
歌
わ
れ
、
天
照
大
神
の

重
要
性
、
換
言
す
れ
ば
伊
勢
神
宮
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
天
皇
を
神
と
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る

思
想
が
起
こ
っ
て
き
つ
つ
あ
る
時
代
に
お
い
て
、
「
斎
宮
」
と
い
う
立
場
は
重
要
な
立
場
で
あ
っ

て
、
前
述
の
よ
う
に
大
津
皇
子
の
力
を
そ
ぐ
為
に
、
大
伯
皇
女
を
京
か
ら
遠
ざ
け
る
必
要
の
為

だ
け
に
斎
宮
の
任
に
つ
か
せ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

冬
十
月
丁
丑
朔
乙
酉
、
大
来
皇
女
目
二
泊
瀬
斎
宮
一
向
二
伊
勢
神
宮
一
。

（
『
日
本
書
紀
」

天
武
三
年
（
六
七
四
）
十
月
九
日
大
伯
皇
女
は
柏
瀬
の
斎
宮
か
ら
伊
勢
神
宮
に
向
か
っ
て
い

る
。
時
に
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
泊
瀬
の
斎
宮
と
は
、

夏
四
月
丙
辰
朔
己
巳
、
欲
し
遣
一
一
侍
大
来
皇
女
干
天
照
大
神
宮
一
、
而
令
シ
居
二
泊
瀬
斎
宮
一
。

是
先
潔
レ
身
、
梢
近
レ
神
之
所
也
。

「
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
下
二
年
）

と
あ
る
。
後
に
『
延
喜
式
』
の
規
定
に
、
「
野
宮
」
と
い
う
清
浄
な
場
が
設
定
さ
れ
、
そ
こ
で
斎

宮
は
一
年
間
潔
斎
の
生
活
を
送
り
、
そ
の
後
に
伊
勢
神
宮
に
旅
立
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
野

宮
」
と
同
じ
趣
旨
の
清
浄
な
場
と
思
わ
れ
る
（
注
６
）
。
ま
た
「
泊
瀬
」
に
そ
の
場
を
求
め
た
と

い
う
こ
と
も
意
味
深
い
。
「
泊
瀬
」
と
い
え
ば
伊
勢
街
道
の
出
発
点
で
も
あ
る
が
、
「
柏
瀬
朝
倉

宮
に
天
の
下
し
ら
し
め
し
し
天
皇
・
大
泊
瀬
稚
武
天
皇
」
と
い
わ
れ
た
雄
略
天
皇
に
関
係
す
る

地
名
で
あ
る
。
大
和
朝
廷
に
よ
る
統
一
国
家
を
成
し
遂
げ
た
と
い
わ
れ
る
五
世
紀
後
半
の
英
雄

的
な
君
主
で
あ
り
、
倭
の
五
王
の
武
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
、
雄
略
天
皇
そ
の
人
の
、
謂
わ
れ

の
地
か
ら
伊
勢
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
と
い
う
の
も
、
天
武
天
皇
の
王
権
の
権
威
付
け
を
考
え

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
大
伯
皇
女
の
弟
大
津
皇
子
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
伯
皇
女
と
大
津
皇
子
と
の
年
齢
は
二

歳
違
い
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
に
は
、
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（
持
統
天
皇
称
制
前
紀
・
十
月
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
察
す
る
に
、
大
津
皇
子
は
、
「
身
体
が
大
き
く
た
く
ま
し
く
、

容
貌
は
す
ぐ
れ
、
言
葉
つ
き
も
美
し
く
、
人
品
も
高
く
深
く
、
幼
い
時
か
ら
学
問
を
し
て
、
成

長
し
て
か
ら
は
武
術
に
も
た
け
た
魅
力
的
な
皇
子
だ
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
性

質
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、
節
を
重
ん
じ
る
」
大
津
皇
子
の
人
柄
は
、
宮
廷
の
中
で
多
く
の
人
々

を
惹
き
付
け
、
そ
の
存
在
は
衆
目
の
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
祖
父
に
あ
た
る
天
智
天
皇
に
愛
さ
れ
、

ま
た
天
皇
の
娘
山
辺
皇
女
を
妻
に
し
て
い
た
。
吉
永
登
は
『
万
葉
文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
」
で

「
天
智
天
皇
に
愛
さ
れ
た
こ
と
や
天
皇
の
女
山
辺
皇
女
を
妻
に
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
す
ぐ
れ

た
才
能
と
と
も
に
天
智
残
存
勢
力
も
し
く
は
、
反
天
武
勢
力
に
利
用
さ
れ
や
す
い
立
場
に
お
か

れ
て
い
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
注
８
）
、
事
実
こ
の
大
津
皇
子
は
父
の
天
武
天
皇
が
崩
御
し

て
、
一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
謀
反
を
企
て
た
と
い
う
理
由
で
捕
ら
え
ら
れ
、
謀
反
発
覚

の
翌
日
に
は
、
早
く
も
死
を
賜
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
、
大
伯
皇
女
は
京
に

帰
っ
て
く
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
、

十
一
月
丁
酉
朔
壬
子
、
奉
二
伊
勢
神
祠
一
皇
女
大
来
、
還
至
一
一
京
師
一
・

と
あ
る
。
斎
王
の
任
を
解
か
れ
て
京
に
帰
っ
て
く
る
理
由
を
、
弟
大
津
皇
子
の
刑
死
に
よ
る
と

捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
（
注
９
）
、
天
武
天
皇
の
崩
御
が
九
月
九
日
、
弟
大
津
の
死
が
十
月
三

日
、
大
伯
皇
女
が
京
に
帰
っ
て
き
た
の
が
十
一
月
十
六
日
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
退
下
の

準
備
な
ど
時
間
的
に
も
か
か
る
は
ず
で
、
こ
こ
は
や
は
り
、
父
天
武
天
皇
の
崩
御
に
よ
る
退
下

と
み
て
お
く
。
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
十
一
月
、
大
伯
皇
女
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後

の
大
伯
皇
女
の
消
息
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
記
録
に
は
蕊
伝
だ
け
が
知
れ
る
ば
か
り
で
あ

大
寳
元
年
十
二
月
乙
丑
大
伯
内
親
王
墓
天
武
天
皇
之
皇
女
也
。

今
続
日
本
紀
」

時
に
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

皇
子
者
。
淨
御
原
帝
之
長
子
也
（
注
７
）
。
状
貌
魁
梧
。
器
宇
峻
遠
。
幼
年
好
し
學
。
博
覧

而
能
属
し
文
。
及
レ
壮
愛
し
武
。
多
力
而
能
撃
レ
剣
。
性
頗
放
蕩
。
不
し
拘
二
法
度
一
。
降
し

節
稲
し
士
。
由
し
是
人
多
託
。

と
記
さ
れ
、
『
日
本
書
紀
」
に
は
、

庚
午
、
賜
二
死
皇
子
大
津
於
訳
語
田
舎
一
。
時
年
二
十
四
。
妃
皇
女
山
辺
被
髪
徒
跣
、
奔
赴

殉
焉
。
見
者
皆
戯
款
。
皇
子
大
津
天
淳
中
原
蝋
真
人
天
皇
第
三
子
也
。
割
山
襯
尉
１

る
。

所
愛
．
愛
し
長
辨
有
二
才
學
、
尤
愛
二
文
筆
一
。

こ
の
１
０
５
番
歌
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
・
日
本
古
典
文
学

大
系
本
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
そ
れ
ぞ
れ
の
『
萬
葉
集
』
、
ま
た
『
萬
葉
集
注
瀞
」
「
萬
葉
集

鶴
注
』
・
「
萬
葉
集
全
注
』
な
ど
の
注
釈
書
の
読
み
方
に
異
同
は
な
い
。
訳
も
、
「
大
津
皇
子
が
ひ

そ
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
、
帰
っ
て
来
る
時
に
、
大
伯
皇
女
が
作
ら
れ
た
歌
二
首
。
あ
の
人
を

大
和
に
帰
し
見
送
ろ
う
と
し
て
夜
も
更
け
て
暁
の
露
に
わ
た
し
は
立
ち
濡
れ
た
こ
と

よ
◎
」
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
）
と
、
と
っ
て
お
り
、
他
の
註
釈
書
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

作
歌
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
鏑
か
に
」
と
い
う
語
句
か
ら
、
次
の
よ
う
に
様
々
に
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
。

あ
っ
た
ろ
う
。

３
大
津
皇
子
の
訪
問
を
う
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

２ １ ４ 1０５ 二
１
０
５
番
歌
の
詞
書
き
「
鋼
か
に
」
・
「
わ
が
背
子
」
に
つ
い
て

瓢
何
脚
Ⅶ
訂
副
詞
遡
洲
見
ら
れ
る
。
（
中
略
）
九
月
九
日
天
武
崩
御
、
同
二
十
四
日
大

津
謀
反
、
十
月
二
日
逮
捕
、
翌
三
日
処
刑
、
と
あ
る
。
こ
の
伊
勢
下
向
は
そ
の
九
日
間
の

類
忌
詞
例
ｕ
た
こ
Ｈ
矛
濁
勵
刎
に
置
く
言
葉
・
天
澗
の
忌
中
に
国
家
の
守
護
神
に
勝
手
に
参

津
謀
反
、

こ
と
で
、

禁
忌
を
侵
し
た
こ
と
を
背
景
に
置
く
言
葉
。

勅
許
を
必
要
と
し
た
。

天
武
が
没
し
て
十
五
日
目
、
忌
中
の
こ
と
で
あ
｝

に
勝
手
に
参
る
こ
と
は
当
時
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

劃
『
ど
あ
つ
匂
１
皇
子
御
謀
「
風
の
直
前
の
事
か
と
思
は
れ
る
。

司
葉
集
の
顕
蜀
剥
一
割
田
で
こ
の
字
「
癩
湖
囮
」
）
を
用
い
て
あ
る
場
合
、
必
ず
男
女
の
秘

日
朝
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

大
津
皇
子
、
鋼
捌
口
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
る
時
に
、
大
伯
皇
女
の
作
ら
す
歌
二
首

我
が
割
引
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
暁
露
に
我
が
立
ち
濡
れ
し

（
吾
勢
帖
乎
倭
辺
遣
登
佐
夜
深
而
鶏
鳴
露
示
吾
立
所
霧
之
）

コ
バ
剥
剰
洲
割
酬
割
汕
糾
制
凹
削
刻
割
引
ｑ
州
副
到
。
料
司
副
詞
脚
１
同
制
剰
飼
い
ア
カ
Ⅱ
‐
弟
で

卯
月
二
十
Ｉ
兀
一
Ｒ
エ
佼忌
中
の
こ
と
で
あ
る
。
国
家
の
守
護
神
で
あ
る
伊
勢
の
神
宮

瓢
か
に
伊
勢
神
宮

皇
室
の
祖
神
を
祭
る
伊
勢
神
宮
に
参
る
に
は

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

そ
の
事
実
は
不
明
で
あ
る
が
「
鋼
洲
口
刊

Ｆ
貯
割
矧
十
ま
〒
ｋ
７

弓
新
潮
日
本
古
典
集
成
』

『
萬
葉
集
注
鶴
』
）

父
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方
に
は
伊
勢
に
着
く
計
算
に
な
る
よ
う
だ
。
姉
弟
の
間
で
何
が
語
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
な

い
が
、
弟
の
不
意
の
訪
問
が
皇
女
を
驚
か
せ
、
不
安
を
抱
か
せ
た
で
あ
ろ
う
。

（
萬
葉
集
全
注
』

「
籟
か
に
」
と
い
う
語
の
意
味
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、

人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
さ
ま
。
人
に
見
聞
き
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
さ
ま
。

で
あ
っ
て
、
「
密
か
に
」
、
「
秘
か
に
」
の
意
味
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
「
鯛
か
に
」
と
書
い
た

時
、
「
万
葉
集
』
中
、
１
０
５
番
歌
以
外
の
用
例
は
六
例
の
み
で
あ
る
（
注
、
）
。

【
用
例
】
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

帥
君
が
行
き
日
長
く
な
り
い
や
ま
た
づ
の
迎
へ
を
行
か
む
待
つ
に
は
侍
た
じ

（
左
注
）

（
前
略
）
木
梨
軽
皇
子
を
太
子
と
な
す
。
容
姿
佳
麗
に
し
て
、
見
る
者
、
自
に
感
で
つ
。

同
母
妹
軽
太
娘
皇
女
も
ま
た
艶
妙
し
云
々
。
遂
に
翻
刊
洲
口
通
け
い
。

（
題
詞
）
大
津
皇
子
、
鋼
和
刎
ロ
石
川
女
郎
に
婚
ふ
時
に
、
津
守
連
通
そ
の
事
を
占
へ
露
は

す
に
、
皇
子
の
作
ら
す
歌
一
首

Ⅷ
大
船
の
津
守
が
占
に
告
ら
む
と
は
ま
さ
し
に
知
り
て
わ
が
二
人
寝
し

（
題
詞
）
但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
鯛
『
洲
ロ
穂
積
皇
子
に
接
ひ
、
事
既

に
形
は
れ
て
作
ら
す
歌
一
首

Ｍ
人
事
を
繁
み
言
痛
み
己
が
世
に
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る

刎
湊
に
さ
根
延
ふ
小
菅
い
す
ま
は
ず
（
不
二
鋼
隠
）
君
に
恋
ひ
つ
っ
あ
り
か
つ

ま
し
じ

（
河
口
に
根
を
は
っ
て
い
る
小
菅
の
よ
う
に
は
、
ひ
っ
そ
り
と
人
目
を
忍
ん
で
お
れ
ず
、

５ 
は
正
当
の
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
、
反
乱
は
有
利
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
萬
葉
集
鐸
注
』

楕
御
原
宮
の
あ
っ
た
飛
鳥
か
ら
伊
勢
ま
で
約
一
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
徒
歩
で
往
復
五
日

の
み
ち
の
り
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
神
堀
忍
「
大
伯
皇
女
と
大
津
皇
子
」
（
万
葉
五
四
号
）

は
、
草
壁
皇
太
子
と
と
も
に
国
政
に
参
画
し
て
い
た
大
津
皇
子
だ
か
ら
、
人
目
を
忍
ぶ
の

も
難
し
く
、
お
そ
ら
く
迂
回
路
を
通
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
、
吉
翻
討
劉
〕
ｄ
倒
謝

神
宮
に
赴
い
た
。
事
は
そ
れ
祠
け
召
反
乱
に
な
る

の
が
、
大
津
伊
勢
下
向
口
副
鯏
凹
ｑ
列
づ
た
凶
甸
心
わ
れ
る
。
伊
勢
神
宮
の
加
護
割
高
割
引
臼
回

向
か
う
一
○
○
キ
ロ
を
馬
で
往
復
し
た
と
想
像
し
て
い
る
。

。
（
中
略
）
伊
勢
神
宮
を
味
方
に
い
れ
る

津
皇
子
」
（
万
葉
五
四
号
）

だ
か
ら
、
人
目
を
忍
ぶ
の

定
し
、
吉
剛
剃
國
圀
剴
矧
劉

朝
早
く
飛
鳥
を
立
つ
と
夕

代
、
異
母
兄
妹
の
結
婚
は
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
通
説
で
は
あ
る
が
、
同
母
兄
妹
の
場

合
も
、
古
代
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
わ
が
背
子
」
は
、
ま
れ
に
は
男
性
か
ら
男
性
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
女
性
か
ら

夫
や
兄
弟
以
外
の
男
性
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
親
愛
の
情
を
表
す
接
尾
語

せ
こ
女
が
兄
弟
、
恋
人
、
夫
な
ど
男
を
親
し
ん
で
呼
ぶ
語
。

と
な
る
。
恋
人
や
夫
を
呼
ぶ
用
例
は
、
ど
の
辞
書
に
も
様
々
に
あ
る
が
、
姉
か
ら
弟
を
呼
ぶ
と

あ
な
た
が
恋
し
く
て
生
き
て
い
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
）

繩
心
さ
へ
奉
れ
る
君
に
何
を
か
も
言
は
ず
て
言
ひ
し
と
我
が
い
す
ま
は
む

（
吾
将
レ
鋼
食
）

（
心
ま
で
捧
げ
た
あ
な
た
に
何
を
い
っ
た
い
言
わ
な
い
の
に
言
っ
た
な
ど
と
、
私
は
嘘
を

申
し
ま
し
ょ
う
か
。
）

繩
山
川
に
筌
を
伏
せ
て
守
り
も
あ
へ
ず
年
の
八
年
を
我
が
い
す
ま
ひ
し

（
吾
調
憐
師
）

右
の
一
首
、
魚
に
寄
せ
て
思
ひ
を
瞼
へ
た
る
な
り
。

（
山
川
に
筌
を
仕
掛
け
て
番
を
し
き
れ
な
い
の
で
八
年
間
も
わ
た
し
は
く
す
ね
て
や
っ
た
）

こ
れ
ら
の
例
歌
を
見
て
い
っ
た
時
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
頭
註
で
、
す
で
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
す
べ
て
男
女
の
秘
事
に
関
す
る
場
合
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
る

と
１
０
５
番
歌
だ
け
が
、
「
こ
っ
そ
り
と
伊
勢
神
宮
に
仕
え
る
揃
刎
ｕ
別
引
口
弟
が
尋
ね
た
。
」
あ

る
い
は
、
「
謀
反
の
相
談
を
す
る
た
め
に
」
、
あ
る
い
は
、
「
別
れ
を
告
げ
に
こ
っ
そ
り
蜥
刎
Ⅶ
測
剴

に
訪
れ
た
。
」
と
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
１
０
５
番
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
わ
が
背
子
を
（
吾
勢
帖
乎
）
」
と

い
う
語
句
も
気
に
な
る
。
「
わ
が
背
子
」
に
つ
い
て
、
『
古
語
大
辞
典
』
や
「
時
代
別
国
語
大
辞

典
（
上
代
編
）
』
（
注
Ⅱ
）
で
整
理
し
て
お
く
と
、

せ
（
背
・
兄
・
夫
）
「
せ
」
は
女
性
か
ら
兄
・
弟
・
夫
・
愛
人
な
ど
、
ま
た
は
他
の
男
性
を
親

習
が
、
古
く
日
本
に
も
あ
っ

い
。
ま
た
姉
や
妹
か
ら
兄
や
弟
迄

こ
の
「
姉
や
妹
か
ら
兄
や
弟
塾

栄
一
は
「
記
紀
万
葉
集
の
世
界
」

し
ん
で
呼
ぶ
語
ｃ

「
姉
や
妹
か
ら
兄
や
弟
を
呼
ぶ
」

姉
や
妹
か
ら
兄
や
弟
を
呼
ぶ
語

ほ
と
ん
ど
が
妻
か
ら
夫
に
対
し
て
一

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」

で

弓

で
あ
っ
た
。

時
に
用
い
る
「
背
子
」
に
つ
い
て
考
え
た
時
、
三
谷

言
いと
と
ら
え
て
い
る
（
注
⑫
）
。
奈
良
時

愛
人
な
ど
、
ま
た
は
他
の
男
性
を
親

、
ワ
ガ
セ
コ
と
し
て
現
れ
る
事
が
多
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い
う
用
例
に
つ
い
て
は
必
ず
こ
の
１
０
５
番
歌
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
用
例
は
見
あ
た
ら

な
い
。
ま
た
、
男
性
か
ら
男
性
に
対
し
て
「
わ
が
せ
こ
」
と
用
い
る
こ
と
は
、
ま
れ
で
は
無
く
、

一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
萬
葉
集
索
引
』
や
『
萬
葉
集
各
句
索
引
』
を
も
と
に
「
わ
が
せ

一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
萬
葉
集
索
引
』
や
「
萬
葉
集
各
句
索
引

こ
」
と
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
我
が
背
子
が
便
ひ
を
待
つ
と
笠
も
着
ず
出
で
つ
つ
そ
見
し
雨
の
降
ら
く
に

（
２
６
８
１
重
出
）

蝿
我
が
背
子
は
い
づ
く
行
く
ら
む
沖
つ
藻
の
名
張
の
山
を
今
日
か
越
ゆ
ら
む

（
５
１
１
に
重
出
）

Ｂ
男
同
士
（
宴
・
挨
拶
等
）
二
三
首

【
用
例
】

岬
十
月
し
ぐ
れ
の
常
か
我
が
背
子
が
や
ど
の
も
み
ち
葉
散
り
ぬ
く
く
見
ゆ

家
持

畑
我
が
背
子
が
古
家
の
里
の
明
日
香
に
は
千
鳥
鳴
く
な
り
夫
待
ち
か
ね
て
長
屋
王

伽
我
が
背
子
が
古
き
垣
内
の
桜
花
い
ま
だ
含
め
り
一
目
見
に
来
ね

ｃ
そ
の
他

六
首

こ
の
、
そ
の
他
と
い
う
の
は
叔
母
が
娘
と
家
持
を
結
婚
さ
せ
た
く
て
家
持
に
あ
て
て
詠
ん
だ

歌
や
、
七
夕
の
歌
で
あ
り
、
そ
れ
は
織
女
星
の
立
場
で
詠
ん
だ
歌
な
ど
で
あ
っ
て
、
「
わ
が
せ
こ
」

と
用
い
た
時
、
「
万
葉
集
』
中
、
弟
へ
の
歌
は
１
０
５
番
歌
以
外
は
一
例
も
な
い
。
と
す
る
と
、

こ
こ
に
お
い
て
も
本
当
に
１
０
５
番
歌
は
、
「
弟
大
津
皇
子
を
見
送
っ
た
姉
と
し
て
の
歌
」
と
い

こ
こ
に
示
し
た
九
八
例
の
す
べ
て
に
あ
た
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、

Ａ
恋
（
夫
・
恋
人
へ
の
思
い
・
女
に
頼
ま
れ
て
詠
ん
だ
歌
も
含
む
。
）
六
九
坐

【
用
例
】

剛
我
が
背
子
が
朝
明
の
姿
よ
く
見
ず
て
今
日
の
間
を
恋
ひ
暮
ら
す
か
も

六
九
首

「
遣
る
」
は
普
通
「
遠
方
へ
行
か
せ
る
。
派
遣
す
る
。
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
か
わ
か
ら
な
い
時
に
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
伊
藤
博
は
『
萬
葉
集
釈
注
』
で
「
行

か
せ
た
く
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
え
て
行
か
せ
る
意
」
と
と
り
、
稲
岡
耕
二
は
『
萬
葉
集
全
注
』

で
「
手
放
し
た
く
な
い
の
に
行
か
せ
て
し
ま
う
意
味
が
強
い
。
こ
こ
も
、
大
和
へ
帰
し
た
く
は

な
い
の
に
行
か
せ
る
と
い
う
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
み
て
い
る
。
『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
』
の
頭
註
で
は
「
行
か
せ
る
。
強
制
的
語
気
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
見
送
る
側
の
惜
別

の
情
も
認
め
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
て
、
い
づ
れ
も
た
だ
「
派
遣
す
る
」
や
、
「
行
か
せ
る
」
で
は

な
く
、
「
行
か
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
、
ま
た
そ
の
結
果
が
不
安
な
状
態
」
の
時
に
用
い
る
と
と

ら
え
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
で
は
「
遣
る
」
の
用
例
は
三
八
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
や
ま
と
へ

や
る
と
・
や
ま
と
へ
や
り
て
」
は
こ
の
１
０
５
番
歌
と
３
３
６
３
番
歌
の
二
例
が
載
る
。

え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
あ
の
方
を
、
大
和
に
送
り
出
し
て
ま
つ
し
だ
す
足
柄
山
の
杉
の
木
の
間
よ
）

こ
の
歌
の
場
合
は
、
た
ぶ
ん
夫
に
対
し
て
の
歌
で
あ
ろ
う
。
夫
が
調
庸
の
運
脚
と
し
て
上
京

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
中
央
官
庁
の
雑
役
で
あ
る
仕
丁
や
衛
士
と
し
て
徴
発
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
年
と
い
う
任
期
の
期
限
が
一
応
あ
る
と
は
い
え
、
い
つ
帰
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
夫
を
見
送
る
妻
の
思
い
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
「
愛
し
い
男
を
見
送
る
女
の
情
」
と
し

て
は
、
１
０
５
番
歌
と
大
変
よ
く
似
た
情
感
が
描
か
れ
て
い
る
。

暁
露
（
鶏
鳴
露
）
は
夜
明
け
方
に
腫
く
露
を
い
い
、
後
朝
の
涙
の
意
に
掛
け
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
消
え
や
す
く
は
か
な
い
身
の
比
楡
と
し
て
露
を
詠
む
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
『
万
葉

集
』
で
の
「
暁
露
」
の
用
例
は
四
例
だ
け
で
、
１
０
５
番
歌
以
外
す
べ
て
、
「
暁
露
」
が
萩
を
色

づ
か
せ
る
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
１
０
５
番
歌
は
異
例
と
も
い
え
る
。

【
用
例
】

順
わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
燗
鋼
に
我
が
立
ち
濡
れ
し
大
伯
皇
女

蠅
高
円
の
野
辺
の
秋
萩
こ
の
こ
ろ
の
】
蝋
鋼
に
咲
き
に
け
む
か
も

家
持

畑
こ
の
こ
ろ
の
暁
露
に
我
が
や
ど
の
萩
の
下
葉
は
色
付
き
に
け
り

3363 

三
「
遣
る
」
・
「
暁
露
」
・
「
立
ち
濡
る
」
・
「
秋
山
」
に
つ
い
て

我
が
背
子
を
大
和
へ
遣
り
て
ま
つ
し
だ
す
足
柄
山
の
杉
の
木
の
間
か

（
巻
第
十
四
）
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（
２
２
１
３
類
歌
）

３
 

皿
宕
」
の
｝
」
ろ
の
暁
露
に
我
が
や
ど
の
秋
の
萩
原
色
づ
き
に
け
り

１
０
５
番
歌
の
、
「
わ
が
背
子
」
「
夜
ふ
け
て
」
「
暁
露
」
「
立
ち
濡
れ
し
」
の
語
の
配
列
を
考
え

た
時
、
ま
さ
に
男
女
の
後
朝
の
歌
の
情
感
が
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
「
暁
露
」
か
ら
萩
へ
の
連
想
に
つ
な
が
り
、
「
秋
」
を
導
き
だ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
１
０
５
番
歌
に
続
く
、
１
０
６
番
歌
は
ま
さ
に
、

川
二
人
い
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

と
歌
わ
れ
て
お
り
、
季
節
が
秋
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
す
る
と
こ
の
１
０
５
．
１
０
６
番

歌
の
作
歌
時
期
は
い
つ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
の
「
蟻
か
に
」
の
項
で
前
掲
し
た
よ
う
に
、

１
こ
の
伊
勢
下
向
は
九
月
二
四
日
夜
半
か
ら
二
六
日
朝
ま
で
の
こ
と
。（
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』

２
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
九
月
二
十
四
日
夜
半
か
ら
二
十
六
日
朝
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
父
天
武
が
没
し
て
十
五
日
目
、
忌
中
の
こ
と
で
あ
る
。
（
『
萬
葉
集
稗
注
」
）

と
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
も
『
萬
葉
集
鐸
注
』
も
秋
九
月
の
二
十
四
日
の
こ
と
と
み
て
い
る
。

確
か
に
暦
の
上
で
は
秋
で
あ
り
、
矛
盾
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
天
武
天
皇
の
崩
御
は
朱
鳥
元

年
（
六
八
六
）
九
月
九
日
で
、
同
九
月
二
十
四
日
に
は
「
当
是
時
、
大
津
皇
子
謀
反
於
皇
太
子
。
」

と
『
日
本
書
紀
』
に
の
る
。
ま
た
十
月
二
日
に
は
「
皇
子
大
津
の
謀
反
が
発
覚
。
翌
三
日
、
皇

子
大
津
訳
語
田
の
家
で
死
を
賜
る
。
（
二
十
四
歳
）
」
と
あ
る
。
丁
度
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
出

来
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
皇
崩
御
後
の
「
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
読
む
と
、
毎
日
の
よ
う

に
「
残
を
行
い
、
哀
の
礼
を
奉
る
」
と
あ
っ
て
（
注
旧
）
、
た
と
え
馬
を
飛
ば
し
て
伊
勢
に
行

っ
た
と
し
て
も
、
往
復
二
日
は
か
か
り
、
天
皇
が
崩
御
し
て
、
そ
の
礦
の
期
間
に
た
と
え
二
日

で
あ
っ
て
も
、
「
朝
政
を
聴
く
」
立
場
（
注
Ⅸ
）
の
大
津
皇
子
が
京
を
留
守
に
す
る
こ
と
は
無

理
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
は
、
大
伯
皇
女
そ
の
人
が
大
津
皇
子
を
見

送
っ
た
時
に
作
っ
た
と
し
て
も
、
そ
し
て
大
津
皇
子
が
実
際
に
大
伯
皇
女
を
伊
勢
に
訪
ね
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
天
武
天
皇
在
世
中
の
、
あ
る
秋
の
日
に
弟
大
津
皇
子
の
訪
れ

が
あ
っ
た
、
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
「
暁
露
」
で
は
な
い
が
、
「
露
」
に
よ
く
似
た
、
し
づ
く
（
雫
）
の
歌
が
１
０
５
．
１
０

６
番
歌
に
続
い
て
１
０
７
番
歌
に
の
る
。
そ
の
し
づ
く
（
雫
）
の
用
例
は
「
万
葉
集
』
中
三
例

だ
け
で
あ
る
。大
津
皇
子
、
石
川
郎
女
に
贈
る
御
歌
一
首

叩
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
わ
れ
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の
し
づ
く
に

石
川
郎
女
、
和
へ
奉
る
歌
一
首

肥
我
を
待
つ
と
君
が
濡
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
な
ら
ま
し
も
の
を

鰯
あ
し
ひ
き
の
山
の
黄
葉
に
し
づ
く
あ
ひ
て
散
ら
む
山
路
を
君
が
越
え
ま
く
家
持

こ
れ
ら
の
三
首
の
中
で
、
１
０
７
番
歌
は
大
津
皇
子
の
歌
で
あ
り
、
普
通
は
訪
れ
る
の
は
男

で
あ
り
、
「
女
の
訪
れ
を
待
つ
男
」
、
と
い
う
の
は
珍
し
い
。
家
で
は
な
く
人
目
を
忍
ん
で
ど
こ

か
で
逢
い
引
き
を
し
て
、
な
か
な
か
来
な
い
女
を
待
っ
て
の
歌
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
１
０
７
番
歌
を
読
む
時
、
立
っ
て
い
る
の
が
男
と
女
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
前
掲
の
１
０

５
番
歌
と
そ
の
情
景
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
、
「
立
ち
濡
る
」
の
用
例

を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
三
例
だ
け
で
あ
る
。

川
わ
が
割
調
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
畷
蕊
に
わ
が
剴
測
『
欄
刺
し
大
伯
皇
女

、
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
嫌
待
つ
と
わ
れ
剴
創
鼠
阿
測
ぬ
山
の
ｕ
式
’
ｑ
に
大
津
皇
子

剛
衣
手
の
名
木
の
川
辺
を
春
雨
に
我
立
ち
瀞
る
と
家
思
ふ
ら
む
か

１
０
５
．
１
０
７
番
歌
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
背
子
」
に
対
し
て
「
妹
」
・
「
暁
露
」
に
対
し

て
「
し
づ
く
」
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
「
わ
が
立
ち
濡
れ
し
」
「
わ
れ
立
ち
濡
れ
ぬ
」
と
、
既

述
し
た
よ
う
に
情
景
が
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
１
０
５
番
歌
は
「
女
が
男
を
見
送
っ
て
露
に
濡

れ
て
立
っ
て
い
る
。
」
で
あ
り
、
１
０
７
番
歌
は
「
男
が
女
を
待
っ
て
し
ず
く
に
濡
れ
て
立
っ
て

い
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
類
似
性
の
意
味
す
る
こ
と
を
考
え
た
時
、
１
０
５
．
１
０

７
番
歌
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
話
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
１
０
６
番

歌

川
二
人
い
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

に
目
を
向
け
た
時
、
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
妻
が
死
に
し
後
に
、
泣
血
哀
働
し
て
作
る
歌
」
と
い

う
題
詞
の
、

畑
秋
山
の
黄
葉
を
繁
み
惑
ひ
ぬ
る
妹
を
求
め
む
山
道
知
ら
ず
も

に
思
い
到
る
。
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
頭
注
で
は
「
山
中
に
葬
っ
て
き
た
妻
を
、
自
ら
迷

い
込
ん
で
里
へ
下
り
て
く
る
道
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な
表
現
に
し
た
。
」
と
と
り
、
伊
藤
博
は
『
萬

葉
集
鐸
注
二
（
集
英
社
文
庫
）
で
「
秋
山
い
つ
ぱ
い
に
色
づ
い
た
草
木
が
茂
っ
て
い
る
の
で
中

に
迷
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
い
と
お
し
い
子
、
あ
の
子
を
探
し
求
め
よ
う
に
も
そ
の
道
さ
え
わ
か

ら
な
い
」
と
訳
し
て
、
「
妻
は
い
な
い
。
そ
の
嘆
き
を
、
妻
が
黄
葉
の
山
へ
迷
い
こ
ん
だ
形
で
う

た
っ
た
の
が
こ
の
一
首
で
あ
る
。
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
２
０
８
番
歌
以
外
に
も
、
「
人
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「
行
か
せ
た
く
な
い
の
に
大
和
へ
行
か
せ
ざ
る
を
得
な
い
男
・
夫
を
見
送
り
た
た
ず
む
女
」
、
そ

の
女
の
情
感
が
、
二
つ
の
歌
に
共
通
し
て
強
く
表
れ
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
の
中
で
「
わ
が
背
子

を
大
和
へ
遣
る
」
と
い
う
語
の
用
例
は
、
こ
の
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
二
例
共
に
《
山
を

越
え
て
い
く
男
》
を
見
送
る
女
の
歌
で
も
あ
る
。
《
山
を
越
え
て
い
く
男
》
を
考
え
た
時
、
『
万

葉
集
」
中
で
は
「
君
が
山
路
越
ゆ
ら
む
」
と
実
に
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
。

蝿
わ
が
背
子
は
い
づ
く
行
く
ら
む
お
く
つ
も
の
名
張
の
山
を
今
日
か
越
ゆ
ら
む

柵
朝
霧
に
濡
れ
に
し
衣
干
さ
ず
し
て
ひ
と
り
か
君
が
山
路
越
ゆ
ら
む

畑
後
れ
居
て
我
が
恋
ひ
届
れ
ば
白
雲
の
た
な
び
く
山
を
今
日
か
越
ゆ
ら
む

Ⅷ
山
科
の
岩
田
の
小
野
の
は
は
そ
原
見
つ
つ
か
君
が
山
道
越
ゆ
ら
む

汕
草
陰
の
荒
藺
の
咲
き
の
笠
島
を
見
つ
つ
か
君
が
山
路
越
ゆ
ら
む

汕
玉
か
つ
ま
島
熊
山
の
夕
暮
れ
に
ひ
と
り
か
君
が
山
路
越
ゆ
ら
む

慨
あ
し
ひ
き
の
山
の
黄
葉
に
し
づ
く
あ
ひ
て
散
ら
む
山
路
を
君
が
越
え
ま
く
家
持

こ
れ
ら
の
歌
を
読
む
時
、
後
の
『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
の
歌
、

風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
っ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む

と
い
う
、
女
が
、
「
山
を
越
え
て
行
く
男
を
見
送
る
話
」
ま
で
が
思
い
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
合

わ
せ
考
え
た
時
、
《
山
を
越
え
て
い
く
男
を
見
送
る
女
》
の
話
が
古
代
か
ら
連
綿
と
し
て
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

背
子
を
５
 

０
 

１
 

３
 

６
 

３
 

３
 

の
死
後
そ
の
霊
魂
が
山
に
入
る
と
い
う
思
想
で
秋
山
が
歌
わ
れ
て
い
る
歌
」
あ
》

に
踏
み
込
ん
で
戻
ら
な
い
人
を
忘
れ
ら
れ
な
い
歌
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅷ
秋
山
の
黄
葉
あ
は
れ
と
う
ら
ぶ
れ
て
入
り
に
し
妹
は
待
て
ど
来
ま
さ
ず

“
秋
山
に
霜
降
り
覆
ひ
木
の
葉
散
り
年
は
行
く
と
も
我
忘
れ
め
や

こ
れ
ら
の
「
秋
山
」
と
、
１
０
６
番
歌
の
「
秋
山
」
を
同
じ
意
味
、
「
死
出
２

関
連
」
で
は
読
め
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
度
１
０
５
番
歌
の
「
わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
」
と
、
３
３
６
３
番
歌
の
「
我
が

子
を
大
和
へ
遣
り
て
」
を
見
て
み
た
い
。

四
１
０
５
番
歌
と
３
３
６
３
番
歌
の
類
似
性

我
が
背
子
を
大
和

わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
暁
露
に
わ
が
立
ち
濡
れ
し

Ｉ
１
口

道
り
て
ま
つ
し
だ
す
足
柄
山
の
杉
の
木
の
間
か

「
死
出
の
意
味
・
死
と
の

あ
る
い
は

「
秋
山

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
大
津
皇
子
、
癩
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
る
時
に
大

伯
皇
女
の
作
ら
す
歌
二
首
」
の
題
詞
で
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
は
始
ま
り
、
次
の
歌
１
０
７
～

１
０
９
ま
で
は
大
津
皇
子
と
石
川
郎
女
の
贈
答
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
た
歌
で
あ
る
。
そ
の
後
の

１
１
０
番
歌
は
大
津
皇
子
の
異
母
兄
で
あ
り
、
皇
位
継
承
争
い
の
、
政
敵
で
も
あ
る
草
壁
皇
子

が
、
自
分
を
捨
て
て
大
津
皇
子
に
あ
う
石
川
郎
女
を
な
ん
と
か
引
き
留
め
よ
う
と
し
て
よ
ん
だ

歌
で
あ
る
（
注
応
）
。
雨
海
博
洋
編
『
歌
語
り
・
歌
物
語
辞
典
」
万
葉
集
（
第
二
期
）
で
は
、

大
津
皇
子
の
謀
反
事
件
（
六
八
六
）
は
当
時
の
人
々
に
お
お
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
将
来

を
嘱
望
さ
れ
た
有
為
な
若
者
の
衝
撃
的
な
死
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
事
件
は
早
く
か
ら
物

調
Ⅲ
割
引
劃
ｕ
調
引
利
洵
と
思
わ
れ
る
。
巻
二
相
問
に
戴
す
大
津
皇
子
関
係
の
一
連
の
歌
は
、

そ
の
物
語
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

と
大
津
皇
子
物
語
と
し
て
み
て
い
る
。
ま
た
「
萬
葉
集
輝
注
一
」
で
伊
藤
博
は
二
○
五
の
歌

か
ら
こ
の
歌
ま
で
、
大
津
皇
子
謀
反
事
件
を
背
景
に
置
く
男
女
の
物
語
と
い
う
、
首
尾
一
貫
す

る
筋
を
持
つ
と
い
う
べ
き
で
、
」
と
述
べ
て
、
蕊
去
順
に
よ
る
歌
の
配
列
を
論
じ
た
上
で
、
「
物

語
性
に
対
す
る
興
味
も
重
ん
じ
た
」
と
見
て
い
る
。
更
に
、

歌
の
上
で
は
、
罪
人
が
勝
利
に
終
わ
っ
た
よ
う
な
歌
群
二
○
五
～
一
○
）
を
、
草
壁
皇

子
の
娘
で
あ
る
元
正
女
帝
の
時
代
に
編
ん
だ
歌
巻
が
、
大
津
皇
子
を
死
に
追
い
や
っ
た
持

統
朝
の
相
間
歌
群
の
冒
頭
に
堂
々
と
押
し
立
て
て
い
る
の
は
、
不
審
と
い
え
ば
不
審
で
あ

る
。
こ
れ
は
票
り
を
お
そ
れ
て
の
鎮
魂
の
行
為
と
認
め
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
歴
史
事
実
が
あ
り
、
何
度
も
み
て
き

た
よ
う
に
姉
の
大
伯
皇
女
は
、
律
令
制
に
な
っ
て
初
め
て
の
斎
宮
と
い
う
、
神
に
仕
え
る
女
性

で
あ
る
。
悲
劇
的
な
生
涯
を
終
え
た
姉
弟
の
話
は
十
分
物
語
化
さ
れ
う
る
条
件
を
備
え
て
い
る
。

品
田
悦
一
は
、
「
こ
の
六
首
の
歌
が
物
語
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
論
者
が
一
致
し

て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
論
文
を
紹
介
の
上
、
石
川
郎
女
を
め
ぐ
る
大
津
と
草
壁

の
恋
愛
を
述
べ
て
、
二
○
五
、
一
○
六
歌
と
大
津
皇
子
関
係
の
四
首
を
つ
な
い
で
読
む
と
、
謀

反
事
件
の
遠
因
は
こ
の
三
角
関
係
に
あ
っ
た
と
の
筋
書
き
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
」
と
述
べ
、

更
に
「
恋
の
鞘
当
て
か
ら
ク
ー
デ
タ
ー
に
走
る
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
史
実
で
は
あ
り
え
な
い
。
六

首
の
編
成
は
事
件
が
物
語
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
は
ず
」
と
続
け
て
い
る
（
注
Ｍ
）
。

五
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
と
大
津
皇
子
物
語

3２１ 

Hosei University Repository



ま
ず
１
０
５
番
歌
に
つ
い
て
は
、
も
し
こ
れ
を
通
説
通
り
に
大
伯
皇
女
の
作
歌
と
す
る
な
ら

ば
、
今
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
大
津
皇
子
が
謀
反
の
疑
い
で
殺
さ
れ
る
寸
前
に
姉
に
別

れ
に
来
た
時
の
歌
、
あ
る
い
は
謀
反
の
相
談
に
来
た
時
の
歌
で
は
な
く
、
も
っ
と
早
い
時
期
、

天
武
天
皇
が
在
世
中
の
、
も
ち
ろ
ん
姉
大
伯
皇
女
が
斎
宮
在
任
中
の
秋
の
あ
る
時
に
、
弟
大
津

皇
子
が
伊
勢
に
訪
れ
た
時
の
歌
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
思
う
の
は
題
詞
の
「
大

津
皇
子
、
霜
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
る
時
に
大
伯
皇
女
の
作
ら
す
歌
」
と
あ
る
こ
と

を
前
提
に
考
え
た
の
で
あ
っ
て
、
筑
紫
甲
真
が
い
う
よ
う
に
（
注
４
参
照
）
、
天
皇
の
祖
先
神
・

ア
マ
テ
ラ
ス
を
祭
る
伊
勢
神
宮
が
文
武
天
皇
の
頃
に
成
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
１
０
５
番

歌
の
題
詞
は
『
万
葉
集
」
の
編
者
の
創
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
『
日
本
書
紀
』
に
も

う
一
度
目
を
向
け
る
と
、
「
奉
二
伊
勢
神
祠
一
皇
女
大
来
、
還
至
一
一
京
師
一
・
」
と
書
か
れ
て
い
て
「
伊

勢
神
祠
」
・
「
祠
」
と
あ
る
。
題
詞
を
編
者
の
創
作
と
考
え
た
時
、
歌
そ
の
も
の
も
別
の
場
所
、

別
の
人
の
手
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
虚
構
の
中
で
詠
ま
れ
た

も
の
が
、
大
津
皇
子
が
謀
反
の
疑
い
を
得
て
処
刑
と
い
う
、
非
業
の
死
を
と
げ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
歴
史
の
結
末
を
知
る
『
万
葉
集
』
の
編
者
に
よ
っ
て
、
意
図
的
に
こ
の
箇
所
に
置
か

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
１
０
５
番
歌
は
ど
う
み
て
も
姉
が

弟
を
見
送
る
歌
と
は
読
め
な
い
。
兄
妹
へ
の
愛
で
は
な
く
、
男
と
女
の
愛
、
相
聞
で
あ
る
。
題

詞
が
な
け
れ
ば
、
大
伯
皇
女
の
同
母
弟
大
津
皇
子
へ
の
歌
と
は
思
わ
ず
、
恋
す
る
者
の
、
あ
る

い
は
夫
婦
の
歌
と
し
て
読
む
に
違
い
な
い
。
し
か
し
何
故
、
同
母
兄
妹
で
あ
る
、
大
伯
皇
女
の

歌
が
こ
の
よ
う
に
夫
婦
の
よ
う
な
歌
と
し
て
大
津
皇
子
歌
群
の
前
に
救
っ
た
の
か
を
考
え
て
み

た
時
、
三
谷
栄
一
が
、
「
兄
妹
婚
や
そ
れ
と
推
定
さ
れ
る
物
語
に
は
、
反
逆
・
反
乱
が
色
濃
く
つ

き
ま
と
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
注
凹
参
照
）
、
古
代
に
お
い
て
は
異
母
兄
妹
だ

け
で
は
な
く
、
同
母
兄
妹
婚
も
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
次
第

に
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
０
５
番
歌
が
配
列
さ
れ
た
時
は
禁
忌
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
霜
か
に
」
の
語
に
も
な
り
、
歌
の
情
感
が
男
女

の
情
を
歌
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
歌
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
９
０
番
に
の
る
軽
太

今
ま
で
述
べ
て
き
た
様
々
な
要
素
を
総
合
し
て
、
１
０
５
．
１
０
６
番
歌
に
つ
い
て
の
一
つ

の
解
釈
を
導
き
出
し
た
い
と
思
う
。

六

結

子
と
軽
太
郎
女
の
「
遂
に
詞
訶
洲
口
通
け
い
。
」
の
語
と
と
も
に
禁
忌
の
恋
・
兄
妹
婚
を
読
む
人
に

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
『
古
事
記
」
『
日
本
書
紀
』
の
伝
え
る
所
は
、
捕
ら
え
ら
れ
流
さ
れ
た
の
が

軽
太
子
、
あ
る
い
は
軽
太
郎
女
と
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
一
方
は
流
さ
れ
、
ま

た
一
方
は
悲
劇
的
な
死
を
と
げ
て
い
る
（
注
Ⅳ
）
。
こ
の
軽
太
子
と
経
太
郎
女
の
話
に
お
い
て

も
卜
者
が
二
人
の
関
係
を
露
見
さ
せ
て
い
る
が
、
大
津
皇
子
の
歌
も
、

川
大
船
の
津
守
が
占
に
告
ら
む
と
は
ま
さ
し
に
知
り
て
我
が
二
人
寝
し

と
石
川
郎
女
と
の
関
係
は
占
に
よ
っ
て
露
わ
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
類
似
を
み
て
い
る
と
、

大
伯
皇
女
・
大
津
皇
子
・
石
川
郎
女
の
三
者
の
立
場
や
状
況
、
ま
た
歌
を
も
混
然
と
融
合
さ
せ

て
、
一
つ
の
物
語
に
ま
と
め
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
大
伯
皇
女
は
伊
勢
神
に
奉
仕

す
る
斎
宮
で
あ
り
、
流
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
任
を
全
う
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
１
０
５
番
歌
は

あ
く
ま
で
も
弟
を
思
う
姉
の
歌
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。
大
伯
皇
女
と
大
津
皇
子
の
関
係
は
、

古
代
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
。
あ
る
い
は
軽
太
子
と
軽
郎
女
の
話
が
下
敷
き
に
置
か

れ
て
配
置
さ
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
弟
を
心
配
す
る
姉
の
歌
と
し
て
、
秀
歌
と
思
い
つ
つ
、

あ
え
て
私
は
大
伯
皇
女
で
は
な
い
別
の
人
が
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
提
起
し
て
み
た
い
。
だ

れ
が
詠
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
も
よ
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
と
き
石
川
郎
女
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
石
川
郎
女
が
大
津
皇
子
に
詠
み
か
け
、
そ
の
返
歌
が
、

叩
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
我
た
ち
濡
れ
ぬ
山
の
し
づ
く
に

で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
ん
な
風
に
考
え
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
見
た
と

き
、
１
０
６
番
歌
は
本
来
な
ら
１
６
３
番
歌
の
前
に
来
る
べ
き
歌
と
も
思
わ
れ
る
。
大
津
皇
子

の
死
を
知
っ
た
時
、
「
秋
山
」
と
死
者
の
国
へ
の
連
想
で
歌
っ
て
い
る
と
考
え
て
み
た
い
。

大
津
皇
子
も
大
伯
皇
女
も
、
天
皇
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
一
方
は
聡
明
で
皇
位
継
承
の
す
ぐ

側
に
位
置
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
に
危
険
視
さ
れ
て
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
殺
さ
れ

て
し
ま
う
。
｜
方
は
律
令
制
初
の
斎
宮
と
し
て
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
。
こ
の
姉
弟
は
特
に
草

壁
皇
子
、
持
統
天
皇
側
か
ら
は
危
険
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
劇
的
な
一
生
は
『
万
葉
集
』

を
読
む
人
々
の
心
に
、
哀
情
と
哀
切
の
心
を
起
こ
し
た
に
違
い
な
い
。
軽
皇
子
と
同
母
妹
軽
太

娘
皇
女
と
の
悲
恋
や
『
古
事
記
』
に
載
る
斎
王
倭
姫
と
悲
劇
の
皇
子
倭
建
の
話
を
も
坊
佛
と
さ

せ
て
、
『
万
葉
集
』
の
編
集
時
に
歌
の
配
置
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
、
今
の
様
に
定
着
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

大
津
皇
子
亡
き
後
、
皇
位
を
争
っ
た
草
壁
皇
子
は
皇
太
子
の
ま
ま
亡
く
な
り
、
そ
の
後
大
津

皇
子
は
二
上
山
に
移
葬
さ
れ
る
。
二
上
山
へ
の
移
葬
は
、
大
津
皇
子
の
票
り
を
恐
れ
て
の
鎮
魂
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女
井
上
王
一
為
二
斎
内
親
王
一
。

（
天
平
十
八
年
）
九
月
壬
子
、
先
し
是
、
見
女
王
為
二
剥
到
一
。

と
記
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
「
斎
王
」
の
呼
び
名
は
そ
れ
以
前
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、

し
か
し
、
「
斎
王
一
と
い
う
職
と
し
て
考
え
た
時
、
斎
王
の
制
は
歴
代
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
て
、

天
武
朝
の
斎
王
・
大
伯
皇
女
か
ら
は
歴
史
的
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

注
２
榎
村
寛
之
は
『
伊
勢
斎
宮
と
斎
王
』
（
塙
書
房
）
で
「
伊
勢
に
入
っ
た
天
武
は
、
伊
勢
神
宮
を
遥
拝

し
た
。
し
か
し
彼
女
の
派
遣
は
単
な
る
先
勝
祈
願
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
来
東
国
支
配
を

意
識
し
て
創
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
伊
勢
神
宮
に
皇
女
を
派
遣
す
る
こ
と
は
、
中
央
政
府
と
地
方
豪
族

に
君
臨
す
る
「
天
皇
」
の
、
最
高
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味

で
大
来
は
画
期
的
な
存
在
だ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
（
Ｐ
２
７
）
、
大
伯
皇
女
の
伊
勢
神
宮
派
遣
は
、
先

勝
祈
願
に
名
目
を
借
り
た
。
政
治
的
意
味
合
い
で
と
ら
え
て
い
る
。

注
３
『
齊
宮
記
』
群
書
類
従
第
三
輯
巻
第
四
十
四

注
４
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
で
筑
紫
甲
真
は
「
天
武
の
没
し
た
年
か
ら
持
続
十

年
の
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
皇
大
神
宮
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
」
と
と
り
、
「
文
武
二
年
十
二
月
に
多

気
大
神
を
度
会
郡
に
移
し
た
時
が
、
皇
大
神
宮
の
誕
生
の
時
。
」
と
み
て
い
る
。
（
Ｐ
１
１
８
～
１
１

９
）
 

注
１
「
斎
王
」
と
は
、
伊
勢
大
神
を
ま
つ
る
未
婚
の
皇
族
の
女
性
を
言
い
、
内
親
王
で
あ
る
場
合
は
斎
内

親
王
と
い
う
。
斎
王
の
住
ま
い
を
「
斎
宮
」
と
い
い
、
ま
た
は
訓
読
し
て
イ
ッ
キ
ノ
ミ
ヤ
と
い
う
。

そ
の
斎
王
の
居
所
た
る
斎
宮
か
ら
伊
勢
の
斎
宮
自
身
を
、
「
斎
宮
」
ま
た
は
「
イ
ッ
キ
ノ
ミ
ヤ
」
と

い
う
。
後
に
嵯
峨
天
皇
の
代
か
ら
設
立
さ
れ
る
「
斎
院
」
と
区
別
し
て
こ
の
総
文
に
お
い
て
も
「
斎

王
・
大
伯
皇
女
」
と
呼
ば
ず
「
斎
宮
・
大
伯
皇
女
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
記
録
上
の
「
斎
王
」
の
初
見
は
『
続
日
本
紀
』
に
、

（
養
老
五
年
）
九
月
乙
卯
、
天
皇
御
二
内
安
殿
一
、
適
し
使
供
二
幣
帛
於
伊
勢
太
神
宮
一
。
以
》
一
皇
太
子

と
、
荒
ぶ
る
魂
を
封
じ
込
め
る
処
極
と
思
わ
れ
る
が
、
二
上
山
を
め
ぐ
る
街
道
は
交
通
の
要
路

で
も
あ
り
、
人
々
が
い
つ
も
振
り
仰
ぐ
そ
の
頂
に
何
故
移
葬
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
は
解
け
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
六
首
の
歌
が
『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
頃
に
は
、
大
伯
皇
女
と
大
津
皇
子
姉

弟
の
、
悲
劇
的
な
話
は
、
す
で
に
物
語
化
さ
れ
、
評
価
が
定
着
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
あ
る
い
は
『
万
葉
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
が
な
さ
れ
、

物
語
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
６
「
野
営
」
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
記
録
で
の
初
見
は

延
暦
十
六
年
八
月
甲
戌
斎
内
親
王
祓
二
干
葛
野
川
一
即
移
入
二
野
宮
一
今
日
本
後
紀
』
）

で
あ
る
。

注
７
大
津
皇
子
に
つ
い
て
、
『
懐
風
藻
』
に
は
「
淨
御
原
帝
之
勵
刊
也
。
」
と
の
り
『
日
本
識
記
』
に
は

「
天
淳
中
原
濠
真
人
天
皇
劃
ヨ
刊
也
。
」
と
の
る
。

注
８
『
万
葉
文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
』
吉
永
登
署
創
元
社
（
Ｐ
５
３
）

注
９
「
日
本
書
紀
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
（
三
巻
四
七
七
ペ
ー
ジ
頭
注
一
一
一
一
・
一
一
四
一
ペ

ー
ジ
頭
注
三
）
で
は
「
同
母
弟
大
津
皇
子
の
死
に
よ
っ
て
斎
宮
を
解
任
。
」
と
と
る
。

注
旧
歌
の
用
例
の
数
は
、
こ
の
箇
所
以
外
も
次
に
記
赦
す
る
本
等
に
よ
っ
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
萬
葉
集
索
引
』
古
典
索
引
刊
行
会
塙
書
房

『
万
葉
集
表
記
別
類
句
索
引
』
日
吉
盛
幸
編
笠
間
索
引
叢
刊

『
万
葉
集
歌
句
漢
字
総
索
引
』
日
吉
盛
幸
桜
楓
社

『
萬
葉
集
各
句
索
引
』
高
田
昇
桜
楓
社

『
国
歌
大
観
索
引
』

注
Ⅱ
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
（
上
代
編
）
』
三
省
堂
刊

注
咀
『
記
紀
万
葉
集
の
世
界
』
三
谷
栄
一
箸
有
精
堂
「
十
兄
妹
の
恋
」
で
一
一
一
谷
栄
一
は
、
「
イ
ザ
ナ

キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
、
兄
と
妹
と
の
相
姦
神
話
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
日
本
の
神
話
学
者
が
説
か
れ
て
い
る
こ

注
５
次
の
「
天
武
天
皇
の
后
妃
と
皇
子
女
」
の
表
は
『
日
本
諜
紀
』
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
’

３１９ 

夫夫夫妃妃妃駐
人人人后

四軒皇女（天智天皇）大田皇女〈天智天皇）蕊大江皇女（天智天皇）新田部皇女（天智天皇）氷上娘（藤原厳足）五百重娘（藤原殿足）大篭娘（蘇我赤兄）額田姫王（鏡王）尼子娘（胸形君徳善）かぢ姻娘（宍人臣大麻呂） 后妃名（）内は父の名
草壁皇子

大伯型女（斎宮）・大津里子長皇子・弓削皇子
舎人壁子

但馬堅女（高市皇子妃）
新田部皇子

削積壁子・紀型女・旧形駐女（斎宮銚）十市皇女（大友皇子妃）
高市騒子

忍壁里子・磯城皇子・柏瀬部皇女（川鍋堅子妃）
托艦皇女（斎宮） 皇子女
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と
み
て
い
る
。
（
Ｐ
１
４
３
）

注
旧
大
津
皇
子
、
霜
か
に
伊
勢
鋤

（
『
日
本
書
紀
」

注
川
「
日
本
古
代
政
治
史
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
）
で
北
山
茂
夫
は
、
大
津
皇
子
が
朝
政
を
聴
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
「
大
津
の
抜
柵
の
、
し
く
ま
れ
た
ま
え
ぶ
れ
で
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
よ
う
だ
。
」

で
あ
る
。
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

注
旧
朱
烏
元
年
（
六
八
六
）
九
月
丙
午
（
九
日
）
天
武
天
皇
崩
御
・

戊
申
（
十
一
日
）
哀
の
礼
を
奉
る
。
砿
宮
を
建
て
る
。

辛
酉
（
二
四
日
）
南
庭
で
砿
を
行
い
、
哀
の
礼
を
奉
る
。

当
是
時
、
大
津
皇
子
謀
反
於
皇
太
子
。

と
だ
が
、
（
中
略
）
言
問
は
い
木
す
ら
妹
と
兄
あ
り
と
ふ
を
、
た
だ
独
り
子
に
あ
る
が
苦
し
さ
（
一
○
○

七
）
と
い
う
歌
か
ら
み
て
も
、
こ
の
歌
が
独
り
子
で
あ
る
こ
と
を
嘆
じ
て
い
る
以
上
、
確
か
に
イ
モ
セ
は
兄

妹
が
本
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
（
ｐ
１
６
１
）
、
ま
た
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
と

は
、
記
紀
で
は
蟻
、
甥
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
名
称
か
ら
窺
え
る
ご
と
く
、
同
母
の
ヒ
メ
・

ピ
コ
関
係
に
あ
る
と
み
て
よ
く
、
沖
縄
の
オ
ナ
リ
神
の
信
仰
と
い
え
る
。
つ
ま
り
故
郷
を
離
れ
た
男
子
に
同

母
の
姉
妹
の
生
御
魂
が
始
終
つ
き
ま
と
っ
て
守
護
し
て
く
れ
る
信
仰
の
痕
跡
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
も
、
ヒ
メ
・
ピ
コ
関
係
の
濃
厚
な
『
古
事
記
」
の
記
載
は
、
な
ぜ
か
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
命
に
服
さ
ず
乱
暴

で
西
征
に
追
い
や
ら
れ
、
東
征
も
ま
た
追
放
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
裏
面
に
同
母
の
兄
妹

の
恋
と
反
逆
と
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
・
以
上
揚
げ
て
き
た
著
名
な
兄
妹
婚
や
そ

れ
と
推
定
さ
れ
る
物
語
に
は
、
反
逆
・
反
乱
が
色
濃
く
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
（
ｐ
・
１
６
９
）
」
と
し
て
他

の
兄
妹
婚
の
例
が
挙
げ
ら
れ
、
「
本
来
の
大
和
朝
廷
に
は
、
同
母
の
彦
姫
制
度
的
な
近
親
相
姦
に
お
い
て
の

み
、
聖
な
る
王
権
と
し
て
出
現
す
る
政
治
形
態
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
王
権
の
姿
が
、
律
令
的

な
記
紀
の
編
纂
意
餓
か
ら
追
放
・
排
除
さ
れ
て
い
る
の
が
、
現
在
の
我
々
の
読
む
こ
と
の
で
き
る
神
話
な
の

霜
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
る
時
に
大
伯
皇
女
の
作
ら
す
歌
二
首

甲
子

乙
丑

丙
寅

丁
卯

十
月
己
巳

庚
午

十
一
月
壬
子

（
二
七
日
）

（
二
八
日
）

（
二
九
日
）

（
三
○
日
）

（
二
日
）

（
三
日
）

（
十
六
日
）
皇
女
大
伯
京
に
還
る
。
（
二
六
歳
）

皇
子
大
津
訳
語
田
の
家
で
死
を
賜
る
。
〈
二
十
四
歳
）

皇
子
大
津
の
謀
反
が
発
覚
。

諸
々
の
僧
尼
が
哀
の
礼
を
奉
っ
た
。

諸
々
の
僧
尼
が
哀
の
礼
を
奉
っ
た
。

当
是
時
、
大
津
皇
子
謀
反
於
皇
太
子
。

諸
々
の
僧
尼
が
砿
の
庭
で
哀
の
礼
を
奉
っ
た
。

諸
々
の
僧
尼
が
蹟
の
庭
で
哀
の
礼
を
奉
っ
た
。

注注

1７１６ 

『
萬
葉
集
昌
日
本
書
紀
』
等
の
本
文
の
引
用
・
口
語
訳
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
に
よ
る
。

順
我
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
暁
露
に
我
が
立
ち
濡
れ
し

川
一
一
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

大
津
皇
子
、
石
川
郎
女
に
贈
る
御
歌
一
首

、
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
わ
れ
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の
し
づ
く
に

石
川
郎
女
、
和
へ
奉
る
歌
一
首

畑
我
を
待
つ
と
君
が
濡
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
な
ら
ま
し
も
の
を

大
津
皇
子
、
霜
か
に
石
川
郎
女
に
婚
ふ
時
に
、
津
守
連
通
が
そ
の
事
を
占
へ
露
は
す
に
、
皇

子
の
作
ら
す
歌
一
首

Ⅲ
大
船
の
津
守
が
占
に
告
ら
む
と
は
ま
さ
し
に
知
り
て
我
が
二
人
寝
し

日
並
皇
子
尊
、
石
川
郎
女
に
贈
り
賜
ふ
御
歌
一
首

Ⅲ
大
名
児
を
彼
方
野
辺
に
刈
る
草
の
束
の
間
も
我
忘
れ
め
や

「
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
「
大
津
皇
子
・
大
伯
皇
女
の
歌
」
品
田
悦
一
和
泉
書
院

『
古
事
記
』
で
は
軽
太
子
が
伊
予
に
流
さ
れ
、
あ
と
を
追
っ
て
き
た
経
太
郎
女
と
心
中
し
た
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
『
日
本
番
紀
』
で
は
卜
者
に
よ
っ
て
「
木
梨
軽
太
子
、
同
母
妹
軽
大
郎
皇
女
に
軒
け

た
ま
へ
り
」
と
顕
さ
れ
経
大
郎
皇
女
が
伊
予
に
流
さ
れ
る
。
後
に
木
梨
軽
太
子
は
皇
位
継
承
の
争

い
に
敗
れ
、
自
害
す
る
。

３１８ 
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